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本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されていまず。 

本書の内容に関しては将来予告なしに蛮更することがありまず。 

NEC の許巧なく權製-改変などを巧うことはできません。 

本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあ y ました6、 
お買い求めの號売店にご連總ください。 

運巧した結果の影響については (4) 項にかかわ6ず責任を負いかねますのでご了承 < ださい。 


商標について 

ESMPR 日は日本電気株式会社の登錄商標でず。 Linux は Linus Torvalds の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
UNIX は The Open Group の登録商標です。 Microsoft , Windows . WindowsNT 、 MS-DOS は米国 Mi 灯 osoft Corporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標です。 Intel 、 Pentium は米国 Intel Corporation の登録商標です。 AT は米国 International 
Business Machines Corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 

その他、記載の会社をおよび商品をは各社の商標または登録商標です。 

Windows XP は Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system およひ Microsoft Windows XP Professional operating 
sys お m の略です 。 Windows 2 日日日は Microsoft ® Windows ®2000 Server operating system 、 Microsoft ® Windows ⑩2000 
Professional operating system の略称です 。 Windows NT は Microsoft ⑩ Windows NT ® Server operating system version 3.51/ 
4.0、 Microsoft ® Windows NT ⑩ Workstation operating system version 3 .日 1/4.0 の略称です 。 Windows Me は Microsoft ® 
Windows ® Millennium Edition Operating Sys お m の略妳です 。 Windows 98 は Microsoft ® Windows ®98 operating system の略称で 
す 。 Windows 9 日は Microsoft ® Winclows ®9 日 operating system の略称でず。 

サンプルアプリケーションで使用しているを称は.すべて架空のものでず。実在する品を.団体を、個人をとは一切関係ありません。 
本サーバで使巧しているソフトウエアの大部分は、臣 SD の著作と GNU のパブリックライセンスの条項に基づいて目由に配布する 
ことができます。ただし、アプリケーションの中には、その所有者に所有権があり、再配布に許可が必要なちのがあります。 

GPL ライセンスのソースファイルは 、 TurboLinux Japan 社の Web サイト ( http :// www . tu 「 bolinux . co . jp /) よりダウン□—ドす 
ることができまず。また、本製品で使用している才ープンソース〕ードは、蝶社サイト 『 http :// www . express . nec . co . ip / linux /』 

で公開しております。 


ま意 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス A 情報技術装置です。この装置を 
家庭環境で使用すると電波妨害を引き起こすことがあります。この塌合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求さ 
れることがあります。 


高調放適含品 

本装置は溜済産業省通知の家電、沉用品高調汲抑制対策ガイドラインに適合していまず。 

電源の瞬時電圧低下対策について 

本装置は.落雷等じよる電源の瞬時電圧ほ下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧ほ下対策としては、焚流無停電電 
源装置 ( UPS ) 等を使用されることをお勤めします ( UPS の導人につきましては、お買い求めの販売店または保守サービス会社にお問い 
合わせください）。 

レーザま全薑華について 

本装置に標準で搭載されている CD - R 日 M ドライブは、レーザに関する安全基準 (JIS ■ 06802、 IEC 8 巧）クラス1に適合しています。 

海がでのご使用について 

本装置は.日本国内での使用を前提としているため、海外各国での安全規格等の適巧を受けておりません。したがって、本装置を輸出 
した場合に当詰国での輸人通関および使巧に対し罰金、事故による補償等の問題が発生することがあってち、弊社は直接-間接を問わ 
ず一切の責任を免除させていただきます。 

ごミ主意 
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このユーザーズガイドは、必要なときすぐに参照できるよラ、お手元に置い 
ておくようにしてください。 r 使用上のごを意」を必ずお読みください。 


A 使用上のご注意 〜化ずお読み<ださい〜 

本装置を安全に正しくご使届になるためにお要な情報が記載されています。 


まをにかかねる表巧にごいて 


Express 5800シリーズを安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従つ 
て操作してください。 

この ユーザーズ ガイドには装置のどこが危険か、指示を守6ないとどのような危険に遭う 
か、どうすれば危険を避け6れるかなどについて説 S 月されています。また、装置内で危険が 
想定される箇所またはその付近には警告ラベルが目占り付け6れています。 

ユーザーズガイド、および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と r を意」 
といラ用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意巧を持つものとして定義され 
ています。 

夕4^ぅ指示を守己ないと、人が死亡ずる、または重傷を負うおそれびあることを 


指示を守6ないと、义傷やけがなどを負5おそれや物的損害を負ラおそれ 
があることを示しまず。 


危険に対ずるを意' 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次の 
ような意巧を持つものとして走義されていまず。 


/j \ ミ主意 


A 

ま意の喚起 

この記号は指示を守らないと、危険が発生す 
るおそれがあることを表しまず。記号の中の 
絵表示は危険の内容を國案化したものです。 

(例） A 
(感電ミ主意） 

Q 

行為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記号の中 

(例） 


节近くの絵表示は、してはならない行為の内 

(S) 


容を國案化したちのでず。 

(接触禁止） 


行為の強制 

この記号は行為の強制を表しまず。記号の中 

(例） 

A 


の絵表示は、しなければな6ない行為の内容 

を 

w 


を図案化したものです。危険を避けるためじ 

(プラグを抜け） 



はこの行為が'必要です。 



(ユーザーズガイドでの表示例) 



意を促す記号 を険に对 1 

r るを意の内容 を険の程度を表ず巧語 

1 



/M 主意 


\ A \ 

指定むがのコ 

電源は指をさ 
電源を使うと 

ンセントに差し込まない 

れた電圧、電源の壁付きコンセントをお使いください。指を W 外の 
义災や漏電の原因となります。 


































本書、および警告ラベルで使用する記号とその内容 


を意の喚起 


A 

感電のおそれがあることを示しま 
ず。 

A 

指などがはさまれるおそれがある 
ことを示しまず。 

A 

高温による傷害を負ラおそれがあ 
ることを示しまず。 

A 

特定しない一般的な注意*警告を 
。しボず。 


発煙または発义のおそれがあるこ 
とを示しまず。 



行為の禁止 


0 

特定しない一般的な禁止を示しま 
ず。 


本装置を分解-修理-改造しない 
でください。感電や义災のおそれ 
びありまず。 

行為の苗制 


本装置の電源プラグをコンセント 
か5抜いてください。火災や感電 
のおそれがあ0まず。 

〇 

特定しない一般的な使用者の巧為 
を指示しまず。説明にがった操作 
をしてぐださい。 
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まを上のご注意 


本装置を安全にお使いいただ<ためじ、ここで説明するを意事項をよく読んでご理おし、巧 
全じご活用ください。記号の説明については iii ページの『安をじかかわる表示じついて J の説 
巧を参照してください。 


全般的なミち意事項 


の iwa 


0 


爪 


A 


0 


0 


人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とずる業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備や觸器、航空宇宙觸器-輸送設備や機器など、 
人命に関わる設備や觸器および高度な信頼性を必要とずる設備や機器などへの組 
み込みやこれらの機器の制御などを目的とした使用は意図されておりません。こ 
れら設備や機器、制御システムなどじ本装置を使用した結果、人身事故、財産損 
害などが生じても当社はいかなる責任も負いかねまず。 

煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに POWER スイッチを OFF じ 
して電源プラグをコンセントから抜いて<ださい。その後、お買い求めの販売店 
または保守サービス会社じご速絡ください。そのまま使用ずると义烫の原因とな 
りまず。 

針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブのずきまから金属片や 
針金などの異物を差し込まないでください。感電の危険がありまず。 

規格 ly がのラックで使巧しない 

本装圏ま EIA 規格に適合した19型(インチ）ラックに取り付けて使用しまず 。 EIA 
規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本装置が正常 
じ動作しなくなるばかりか、けが作周囲の破損の原因となることがあります。本 
装置で使用できるラックじついては保守サービス会社にお問い合わせください。 

指定 W がの場所で使巧しない 

本装置を取りかけるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくだ 
さい。 

本装置やラックに取り付けているその他のシステムじ悪影響をおよぼずばかりで 
なく、义楽やラックの転倒(こよるけがなどをずるおそれがあります。設置場所に 
関する詳細な説明や耐震工事じついてはラックに添付のマニュアルまたは保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


使用上のごを意 


V 













A ミち意 

A /?\| 

1 海列で使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置です。海外では使用できません。この装置を海外 

1で使用ずると义災节感電の原因となりまず。 

装置内に水や異物を入れない 

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を人れないでください。义雖 
や感電、故障の原因となりまず。もし入ってしまったときは、すく‘電源を OFF [こ 
して、電源プラグをコンセントから抜いてください。分解しないで販売店または 
保守サービス会社じご連絡ください。 

A \ A \ 
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ラックの設置-取り扱いに関する注意事項 


A ミち意 


0 

&i 


一人で搬送•設置をしない 

ラックの搬送-設置は2人 W 上で巧ってください。ラックが倒れてけがや周囲の 
破損の原因となります。特に高さのあるラック (44 U ラックなど)はスタビライザ 
などによって固をされていないときは不安をな状態にありまず。かな6ず2人 W 
上でラックを支えながら搬送-設置をしてください。 

荷重が集中してしまラような設置はしない 

ラック、および取り付けたデバイスの質量が一点に集中しないようスクビライザ 
を取り付けるか、複数台のラックを連結して荷重を分散してください。ラックが 
倒れてけがをするおそれがありまず。 

一人で部品の取り付けをしない 

ラック用のドア节トレーなどの部品は2人上で取り付けてください。部おを落 
として破損させるばかりでなく、けがをするおそれがあります。 

ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 

ラックから装置を引き出す際は、必ずラックを安をさせた状態(スタビライザの 
設置节耐震工事など)で引き化してください。 

複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

複数台のデバイスをラックから引き出ずとラックが倒れるおぞれがありまず。装 
置は一度に1台ずつ引き化してください。 

定格電源を超える配線をしない 

がけどや义災、装置の損傷を防止ずるためじラックに電源を供給する電源分岐回 
路のを格負荷を超えないようじしてください。電気設備の設置や配線に関して 
は、電源工事を巧った業者皆管題の電力会社じお問い合わせください。 


使用上のごを意 
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電源-電源コードに関ずるを意事項 






A 

(S)A 

1 めれた手で電源プラグを持たない 

姑れた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。感電ずるおそれがありま 

1す。 

1 アース線をガス管につながない 

アース髓は絶対にガス管(こつながないでください。ガス爆発の原因になりまず。 


A ミち意 


AkA\ 


指定 1 U がのコンセントに差し込まない 

電源は指定された電圧、電源の壁付きコンセントをお使いください。指定 t (外の 
電源を使うと义災节漏電の原因となりまず。 

また、延長コードが'必要となるような場所(こは設置しないでください。本装置の 
電源仕様に合っていないコードに接続ずると、コードが過熱して乂炎の原因とな 
U まず。 




I たこ足配線にしない 

コンセントにを格 W 上の電流が流れることによって、過熱して义災の原因となる 
おぞれがありまず。 


AA 


中途半端に差し込まない 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中途半端[こ差し込むと接 
触不良のため発熱し、义災の原因となることがあります。また差し込み部にほこ 
りがたまり、水滴などが付くと発熱し、义災の原因となるおそれがあります。 


指定 1 U がの電源コードを使わない 

本装置に添付きれている電源コード外のコードを使わないでください。電源 
コードに定格 W 上の電流が流れると、义災の原因となるおそれがあります。 


AA 


また、電源コードの破損による感電や义がを防止するためじ次のような巧為を行 
わないでください。 


コード部分を引っ張らない。 
電源コードを折り曲げない。 
電源コードをねじらない。 
電源コードを束ねない。 


► 電源コードをはさまない。 

• 電源コード(こ薬品類をかけない。 

• 電源コードにものを載せない。 

• 電源コードを改造-加工-修復しない。 
電源コードをステープラ等で固をしない。 

損傷した電源コードを使わない。（損傷した電源コードはすぐ同じ規格の電源 
コードと取り替えてくた‘さい。交換に関しては、お買い求めの販売店または保 
守サービス会社にご連絡ください。） 
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設置-装置の移動-保管-接続に関ずるま意事項 


A ミち意 




0 

&j 


^\A\\ 


A 


AA 




指定 lU 列の場所に設置しない 

本装置を次に示すような場所や本書で指をしている場所外(こ置かないでくださ 
し、。义楽の原因となるおそれがあります。 

• ほこりの多い場所。 

• 給湯器のそは’など湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる場戸斤。 

• 不安をな場戸斤 0 

落下ミ主意 

本装置をラックじ取り付けるまたは取り外ず際は、底面をしっかり持ってくださ 
し、ラック取りがけブラケットじは、落下■脱落防止(ストッパ/□、ソク)機構が 
ないため装置をラックからずベて引き化すと、装置がラックから外れて落下して 
けがをするおそれがあります。 

装置を引き出した状態にしない 

装置を引き化した状態のまま作業をしないでください。ラック取り付けブラケッ 
卜には落下-脱落防止(ストッ八7□、ソク)機構がないため作業中に装置が脱落して 
けがをするおそれがありまず。 

カバーを列したまま取り付けない 

本装置のカバー類を取り外したが態でラックに取り付けないでください。装置内 
部のを却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが人って义 
楽や感電の原因となることがありまず。 

指を挟まない 

ラックへの取りがけ-取り外しの際にレールなどで指を挟んでけがをしないよう 
十分ミ主意してください。 

プラグを差し込んだままインタフェースケープルの取り付けや取り外しをしない 

インタフェースケープルの取り付け/取り外しは電源コードをコンセントから抜い 
て巧ってください。たとえ電源を OFF じしても電源コードを接続したままケーブル 
がコネクタじ触ると感電したり、ショートによる乂災を起こしたりすることがあり 
まず。 

指定 1U 列のインタフェースケープルを使用しない 

インクフェースケープルは、 NEC が指をするものを使用し、接統する装置やコネク 
夕を磕認した上で接続してください。指を t (外のケーブルを使用したり、接続先を 
誤ったりずると、ショートにより义楽を起こすことがあります。 

また、インクフェースケーブルの取り扱いや接続について次のミ主意をお守りくださ 
い。 

• 破損したケープルコネク女を使用しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上[こものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 破損したケーブルを使用しない。 


使用上のごを意 
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お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関するま意事項 



A A 

自分で分解-修理-改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対(こ分解したり、修理■改造を巧ったりし 
ないでください。装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電节义烫の危険 
があります。 

リチウム電池を取りがさない 



本装置内部にはリチウム電池が取り付けられています。リチウム電池を取り外さ 
ないで<ださい。リチウム電池は义をおづけたり、水に覆けたりずると爆発ずる 
おそれがありまず。 


また、リチウム電池の寿命で装置が正し<動作しなくなったときは、ご自分で分 
解-交換-充電などをせず(こお買い求めの販売店、または保守サービス会社に速 
絡してください。 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 

€ 

お手入れの際は本装置の電源を OFF にして、電源プラグをコンセントから抜いて 
行ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま装置内 
の部品に触ると感電するおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこリ节ゴミをよくふき取って 
ください。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、乂災の原因とな 
るおそれがあ y まず。 



A ミち意 


A 

A 

1 中途半端に取り付けない 

電源ケーブル皆インタフェースケーブルは磕実に取り付けてください。中途半端 

1 に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発义の原因となるおそれがあります。 

局'' En / 王忌 

本装置の電源を OFF にした直禮は、内蔵型の八ードディスクなどをはじめ装置内 
の部おが高温になっていまず。十分にをめたことを確認してから取り付け/取り 
外しを行ってください。 
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運用中の注意事項 


/ M ま意 


运 


A/?\ | 

A I 

A| 

®| 

叫 


雷びなった 5 軸 5 ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源 
プラグをあ<前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて装置には触れないで 
<ださい。义楽や感電の原因となります。 

ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物をおづけないでください。排泄物皆体毛が装置内部 
に入って义楽や感電の原因となりまず。 

装置の上にちのを載せない 

ラックから外れて周辺の家財(こ損害を与えるおそれがありまず。 

巳 D - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 

引き化したトレーの間か6ほこりが入り誤動作を起こずおそれがあります。ま 
た、トレーにぶつかりけがをずるおぞれがありまず。 

近くで携帯電話や PHS 、 ポケットベルを使わない 

本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットペルの電源を OFF にしておいてくだ 
さい。電波じよる誤動作の原因となります。 

動作中に装置をラックか5引き出さない 

本装置が動作しているときじラックから引き化したり、ラックか6取り外したり 
しないでください。装置が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックか6外れ 
てけがをずるおそれがありまず。 


使用上のごを意 
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警告ラベルにごいて 


本装置内の危険性を秘める部品节その周辺1こは警告ラベルが貼り付けられています。これは 
本装置を操作する際、考えられる危険性を常にお客様に意識していただ<ためのものです（ラ 
ベルをはがしたり、汚したりしないでください)。もしこのラベルが貼りがけられていない、 
はがれかかっている、ミちれているなどして半!!読できないときは販売店にご連絡ください。 


A を意 CAUTION 

オプションのあがけ，取かし巧は電源プラグをコンセントか6撮き，外部装置と接続しているケーブルを外して下さい。 

Disconnect all AC power cords from both system a 

and external peripherals prior to /々\ 

installing/removing options. 電源プラグをお < 廊電を意 

ネジは本か内部へ落とさない様，十分ごを意下さい。 

Do not drop any screws inside the system. 


A 

ポード及びオプション機器の接続の際は.必ずユーザーズガイドを参照し.正しく接続して下さい。 
誤った接続は. S5 障や义炎の原困となリます。 

Refer to OUser's GuideO when option board or peripherals are 
installed. Incorrect installations may result in damage to the system 
and lead to accidents. 

A 

指をはさんだリ.ふ‘つけたりしないようにミ主意して下さい。 

To avoid the risk of personal injury, 

be careful when accessing the inside of the system. 



装置の持ち上げ.稳動の際は.装置の底面をしっか U 持って持ち上げて下さい。 

Firmly hold the bottom of the svstem when reauired 
to lift and carry the system. 


A 





A ま意 CAUTION A A 

•高湿になるコンポーネントがあります。十巧にちえてから触れるようにしてください。 

參電源を切ってもバッテリで场衝してし)る部分げありまず。保守をする前に各々の 
コンポーネントの取り巧い說巧書をお読みください。 

•As some components may become very hot during system operation, give amole time to allow cooling as well as use 
•precaution wh 饥 handling internal components immediately after powering down. Som internal components may still be 
•operational on battery power. Refer to instruction for this system as well as options prior to maintenance. 





A 

ま意 
CAUTION 

ラック取はブラケットには‘ 法(ストリバー /□リク）穫構がありません 
疆をラックか颂リ外お^ Ctt® をしっかり持って引き出して〈たさし、 

Firmly hold the bottom of the svstem when rem 饥 ing from the rack cabinet. 



※装置の底面にも貼り付けられてし巧す。 
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取り扱い上のご注意 〜装置を正しく動作させるために〜 


本装置を正し<動作させるために次に示すを意事項をお守り<ださい。これ6のを意を無視 
した取り扱いをすると本装置の誤動作や故障の原因となります。 

• 周辺機器へのケーブルの接続/取りかしは本体の電源が OFF になっていることを植認 
し、電源コードをコンセントか6外した後に巧ってください。 

• 電源の OFF やフ□、ソピーディスクの取り化しは、本体のアクセスランプが消なしている 
のを確認してか6行ってください。 

• 本体の電源を一度 OFR こした後、再び ON にするときは10秒じ(上経過してか6じしてくだ 
さい。 

• 本体を移動する前に電源を 0 FR こして，電源プラグをコンセントからないてください。 

• 定期的に本体を清掃して<ださい(清掃は161ページで説 S 月していまず）。定期的な清掃 
はさまざまな故障をホがに防ぐ効まがあります。 

• 本装置で使用できる CD - ROM や音楽 CD は CD 規格に準拠したものに限りまず。 CD 規格外 
ディスクを使用された場合には動作の保証は致しかねまず。 

• 落雷等が原因で瞬間的に電圧が低下ずることがあります。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勧めします(お停電電源装置の導入じつきましては、お買い求め 
の販売店または保ずサービス会社にお問い合わせください）。 

• オプションは本装置に取り付け6れるものであること、また接続できるものであること 
を確認してください。たとえ本装置に取り付けや接続ができても正常に動作しないばか 
リカ\本体が故障することがあります。 

• オプションは NEC の純正品をお使いになることをお勧めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクには本装置に対応したものもありますが，これ6の製品が原因となって起き 
た故障や破損については保証期聞中でも有償修理となりまず。 

イ呆巧サービスについて 

I ヒント I 本装置の保再に関して專門的な知識を持つイ呆を員によるを期的な診断-保再サービスを 
用意しています。 

本装置をいつまでもよいが態でお使いになるためにも、イ呆守サービス会社とを期保を 
サービスを契約されることをお勧めします。 


使用上のごを意 
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はじめに 

このたびは、 NEC の InterSec シリーズをお買いホめいただき、まことにありがとうございます。 

本製品は、インターネットビジネスに欠かせないファイアウォール機能、キャッシュ機能，メールサービ 
ス、 Web サービス、ウィルスチェック機能など、各機能をそれぞれの専用八ードウェアに集約した NEC の 
InterSec シリ ー ズの1つです。 

コンパクトなボディに高性能と容易性を凝縮し、堅牢なセキュリティ機能が巧全で高まなネットワーク環 
境を提供いたします。 

また、セットアップのわず6わしさをまったく感じさせない専用のセットアッププ□グラムやマネージメ 
ントアプリケーションは、お客様の一元管理の元でさ6に細やかで高度なサービスを提供します。 

本製品の持つ機能を最大限に引き化ずためじ电、ご巧用になる前に本書をよ<お読みになリ、装置の取り 
扱いを十分にご理解 < ださい。 


XIV 



本書について 

本書は、本装置を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。システムのセット 
アップを巧うときや日常使用ずる上で、わか6ないことや具合の悪いことが起きたときは、取り扱い上の 
安全性を含めてご利用ください。 

本書は常に本装置のそばに置いていつで电見6れるようにしてください。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の他に3種類の記号を使用しています。これ 
らの記号と意巧をご理解になり、装置を正し<お取り扱いください。 


w ~0 

装置の取り扱いや、ソフトウエアの操作で守らなければならない事柄皆特にを意をずべ 
き点を示しまず。 


装置やソフトウエアを操作ずる上で確認をしておく必要がある点を示します。 

rEvTi 

知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


画面イメージ巧の表巧内容について 


本書では、クライアントマシンのディスプレイに表示されるアプリケーシヨンの画面イメー 
ジを掲載してます。 この中で rx . x . x . x 」 や rxxxx 」 などとなっている部分は任意の URL , および 
アドレスやドメインを、設定値を示します。これらは，お客様のお使いになる環境によって 
異なりまず。お使いになっている環境に合わせて読み替えてください。 

Management Console の画面イメージは、実際のものと若干異なる場合があります。 


本書の再購入にごいて 


もし本書を紛失された場合は、最寄りの目反売店、またはお買い求めの目反売店にご相談<ださ 
い。ユーザーズガイドは、 Express サーバのホームページからダウン□ー ドすることができ 
ます。 

http://nec8.com/ 


はじめに/本書について 
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本書の構巧にごいて 


本書は7つの章か6構成されています。それぞれの章では次のような説明が記載されていま 

す。なお，巻末には付録' 庙語紹説' 索引があります。あ要に応じてご活用 < ださい。 

M-O 「使巧上のごを意」をはじめにご覧 < ださい 

本編をお読みになる前に必ず本書の卷頭に記載されている r 使用上のごま意 J をお読みくだ 
さい。「使巧上のごを意」では、本装置をま全に、正しくお使いになるために大切なミち意事 
頂び記載されていまず。 

第1章知っておきたいこと . 本製品の特長や添付のソフトウェア、およびを部 

の名称やその機能、日常の運用での基本的な操作 
について説明します。 

第2章セットアップ . 本体の設置か6接続、専用ツールによるセット 

ア、ソプなど装置を使用できるまでの作業とを意事 
項を説明しまず。再セットアップの方法について 
も説明しています。 

第3章システムの管理 . クライアントマシンか 6 Web ブラウザを使って本 

装置にアクセスする方法や Web ブラウザ上に表示 
される 「Management Console 」 を使ったシステ 
ムの設をや状態のチェックのち法じついて説明し 
まず。 

第4章な守-管理ツール CD-ROM 本体に添付の r 保守.管理ツール CD - ROM 」 の使 

いちと CD - ROM にあるツールやアプリケーシヨ 
ンの使用ちまについて説明します。 

第已章 ESMPRO. 本体に添付の r バックアップ CD - ROM 」 には、シ 

ステムのセットアップにみ要なモジュールの化に 
Express 5800シリーズの管理と監視を制御ずる 
ESMPRO / ServerMan 明 e 「 、 ServerAgent が格 
納されています。ここでは、これ5のアプリケー 
シヨンのインストールち法や利用する上でのを意 
事項について説巧しています。 

第6章八ードウェア設定の確認と変更 ...... SETUP ユーティリティを使用した B の S 設定内容 

のお認と変更方法について記載しています。 

第7章故障かな？と思ったときは . 「故障かな？」と思ったときは、装置の故障を疑う 

前に参照してください。また、この章では故障を 
未然に防ぐための保守のしかたや Express 5800 
シリーズをご利巧のお客様に提供しているサービ 
スについても紹介しています。 
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付属品の確認 

捆包箱の中には、本体]:外にいろいろなイ寸属品が入っていまず。添付の構成品表を参照してすべてがぞ 
ろっていることを確認し、それぞれ点模してください。万一足りないものや損傷しているものがある場合 
は、貞反売店に連絡してください。 

M-O 付属品について 

• 添付品はセットアップをずるときやオプションの増設、装置が故障したときに必夏とな 
りまずので大切に保管してください。 

• 添付品の r 保守•管理ツール J は紙封筒に包装をれていまず。パッケージの構成につきま 
しては、紙封筒内にある r 保守•管理ツール」の構成品表を参照してください。また、 
r 保守•管理ツール J CD-ROM を紛失し、再購入を希望されるときは、販売店へご相談 
ぐださい。 

• フ□ッピーディスクが添付されている場合は、フ□ッピーディスクのバックアップを 
とつてください。また、添付のディスクをマスタディスクとして大切に f 呆管し、バック 
アップディスクを使用してください。 

• 添付のフロッピーディスク、または CD-ROM は使用方法を誤るとお客様のシステム環 
境を変更してしまうおそれがありまず。使用についてご不明な点がある場合は、無理な 
操作をせずにお買いまめの販売店、または保守サービス会社にお問い合わせください。 


本書ついて/付属品のお認 
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第云者への譲渡について 


本体または、本体に添付されているものを第兰者に譲ミ度(または売巧)するときは、次のを意を守ってください。 

• 本体について 

第兰をへ譲渡（または売が）する場合には、本書を一緒におミ度しください。 

H-O A - ドディスク巧のデータについて 

譲渡ずる装置巧に搭載されているけードディスクにな存されている大切なデータ(例え 
ば顧客情報や企業の経理情報など)び第云ちへ漏洩ずることのないよラにお客様の責任 
において確実に処分してください。 

オペレーティングシステムのコマンド等を使用して削除ずると見た目は削除された様に 
見えまずび実際のデータは A - ドディスクに 書 さ込まれたままの状態にありまず。完全 
にミ肖去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復元され、モ期せめ用途に転 
用されるおそれびあ0まず。 

このようなトラブルを回避ずるために巿服のミ肖モ用ソフトウ I ア(有償)またはヴービス 
(有償)を利用し、確実にデータを処分ずることを強くお割めしまず。データの消ちにつ 
いての詳細は、お買いボめの服売店または保守ヴービス会社:にお問い合わせ<ださい。 

なお、データの処分をしないまま、譲渡(または売狐し、大切なデータび漏ミまされた場 
合、その責任は負いかねまず。 

• 添付のソフトウェアについて 

添付のソフトウ I アを第兰者に譲ミ度(売巧)する場合には、下のを件を満たず必要があ 
U ます。 

一添付されているすべてのものを譲ミ度し、譲ミ度した側は一切の複製物を保持しないこと 
一各ソフトウ王アに添付されている『ソフトウ; E アのご使用を件』の譲渡、移転に関す 
るを件を满たずこと 

一譲;度、移転が認め6れていないソフトウェアについては、インストールした装置か 
6削除した後、譲ミ度すること 
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消耗品•装置の廃棄について 


本体および本体内蔵デバイス(八ードディスク、フ□ツビーディスク、 CD - ROM やボート領など) 
の廃棄については各自治体の廃棄 ルールに 従ってください。詳しくは、各自治体へお問い合わ 
せく f さし、 


本体のマザーボード上にあるバッテリの廃棄(および交換)については保守員までお 
問い合わせください。 

八ードディスクやバックアップデータカートリッジ、フ□ッピーディスク、その他 
書き込み可能なメディアに D - R / CD - RW など）に保存されているデータは、第兰者 
によって復元や再生、再利用されないよラお客様の責任において確実に姐分してか 
6廃棄してください。個人のプライパシーやを業の機密情報を保護ずるために十分 
な配慮が必要でず。 


■ 本体内部の部品の中には、寿命により交撰が必要なものがあります(冷却ファン、バッテ 
リ、 CD - ROM ドライブ、フ□、ソピーディスクドライブなど)。装置を安定して稼働させる 
ためじ、これらの部品をを期的に交換することをお勧めしまず。交換や寿命について 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社にご連絡ください。 




リチウム電池を取りがさない 

本装置内部にはリチウム電池が取り付け6れていまず。リチウム電池を取り外さな 
いでください。リチウム電池は乂を近づけたり、かじミ量けたりすると；！発ずるおそ 
れがぁ y ます。 

また、リチウム電池の寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分 
解■交換-充電などをせずにお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡 
してください。 



第二看への譲渡について/消耗品.装置の廃棄について 
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運用時の操作 


フ□ントべゼル〜取り付け-取り外し〜 . 

P 0 机 ER スイッチ〜電源の ON / OFF 〜 . 

UID スイ、ソチ〜サーパの磕認〜 . 

フ□、ソピーディスクドライブ . 

フ□、ソピーディスクのセット/取り化し.. 
フ□、ソピーディスクの取り撒いじついて 

CD - ROM ドラィブ . 

CD - ROM のセット/取り出し . 

取り化せなくなったときの方法 . 

CD - ROM の取り撒いじついて . 
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-ユーザー登録をしましょう！- 

NEC では、製品ご購入のお客様に rClub Express 会員」への登録をご案内しておりま 
す。添付の r お客様登録申込書」に必要事項をご記入の上、エクスプレス受付センター 
までご返送いただくか、または Club Express のインターネットホームページ 

http://club.express.nec.co.Jp/ 

にてご登録ください。 



rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望じより Express 5800シリーズをご利用 
になる上で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきまず。サービスの詳細 
は Club Express のインターネットホームぺージにて紹介しております。是非、ご覧 
ください。 
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